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　蜥の磯育して化蛾する迄は獄種製遭上には重大なる時期なれ共、普逓養慧には顯る

の必要なく從つて此の方面に關する研究少く爾不明の黙少なからす。然共生物學上よ

り見ればその磯育中組織の分化攣態、艦成分の移韓等に關し極めて興味深き時期にし

て從つて此の方面零りの研究は二、三認めらる。

　薯者は獄種製愚に當り輔の嚢育に就き顧々なる事項の調査を必要として先づ蝋の分

化攣態の調奄をなし、更に慮用的試鹸に移らんと・Ur　b，今著者の調査を輔艦の呼吸に

關する研究、膿成分の移縛に關する研究等の先賢の研究に謝比し化踊以後蛾に至る間

の澱蝸の分化攣艘に關する研究をなさんとす。

　尚附属事項として獄蝋の乾熱に劃する抵抗力を豫報しおかんとす。

一、蝿の外観的饗化

本調査は昭和二年春鑑期種繭に就醸蛾豫知のため各品種につき施行せるものなれ

ども此庭にはその一例を暴ぐるに止む。

　從來蜥膿の外槻的攣化を調査しその磯育程度により嚢蛾の豫卸をなせるものあり。

（野中氏中島氏等）著者は之等を参考として蜥の磯育程度を次の階段に分ち1tt　IP。

第一段化輔當時腿軟く黄白色又は淡黄禍色、翅下の腹部白色、頭部透明正中線

　　　　　　及欄禽の基部黒色に透祓さる。

　第二段　翅下の腹部褐色となる

　第三段　艦硬化、画有色

　第四段尾端透明となる

第五段眼藩色し始め、小豆色

　第六段　眼濃小豆色

第七段眼黒色、頭部白色不透明

第八段　生殖器キチン板、爪、脚の環節等黒色に邊観さる。

　第dL段　膿鋸色を帯び、鯛角着色し始む。

　箪，十段　鯛角曙褐色、艘鋸色を増し軟かし。

第＋職艘軟くなり・土色・繊多く・翅の斑紋見へるものあり（翅の斑紋見へS「一

　　　　　　して磯蛾することもあり。）
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第十こ二段　磯蛾

次に國麗敵三號に就き調査せるものを一例として掲ぐ。

月日 占籏叢齢 温度 騒度 午　　前　　八　　暗 午　　後　　五　　時

月　日

U．19

上籏后6日目

化彌 74．3 75．6 化踊直廊膣黄白色
盤帆赤褐色翅下ノ腹部白色豆貢
皮ｲ明正中線及燭角’甚部照色

6．20 7” 2日目 75．4 71．8 髄少シク軟．翅下ノ腹部褐色 角1個

6．21 8” 3〃 74．8 72．4 盤硬化、固有色 前同

6．22 9” 4” 75．4 73．3 前同 ♂尾端透明けり始ム、♀前
ｯ

6．23 10” 5” 7生0 71．6 a尾端遡鳳皐尾端透明トナ
且nム

掌3共尾端蓬脇

6．24 11” 6” 739 725 前同 3蘭同．♀眼着色シ始ム

625 12” 7” 74．1 744 ε1艮著色シ始ム、♀眼小豆色 a眼小豆色、早限濃小豆色

6．26 13〃 8” 75．壬 75．0 8眼濃小豆色、♀眼黒色、頭
粕註F牛透明

♀8共眼黒色．頭部白色不透明

6．27 14〃 9” 76．2 82．0 前同
♀8共爪、生殖器キ乎ン板見＾始ム

62S 15” 10” 77．4 77．6 生殖器キチン板ヨク見へ艦錫
Fチ帯プ

孚δ共鯛角着色シ始メ髄鋳色チ増ス

6．29 16” 11〃 77．5 78．6 燭角着色ス 膿軟、鎮｝色チ増シ燭角濃クナ

6．30 17〃 12” 78．8 78．8 騰欧グ、角蜀角暗黒褐色 〃

7．1 18” 13〃 79．6 S3．4 艘土色、軟、鐡多シ 葡同

犠2 19〃 14〃 77．5 85．4 ♀ε共i麓蛾 6翅ノ斑紋見＾’レ

李 均 76．0 76．7

　以上の如く欧三號にて七十五度内外に保護せば複眼の藩色は三階段となり、その三

段目の眼黒色となる頃頭部白色不透明となり恰もヱナメルを塗れるが如くなる。尚一

日内外を経て生殖器キチン板、爪，或は脚の環節部等キチン質の部黒色に透硯さる。更

に一日位にLて鰯角は着色し他の部より贋黒色を壌し、更に三日内外にて｛　twするを

常とす。

　此の如き攣化は喰細胞に依るか酵素の作用によるか論議多き所なるも小湊氏に依れ

ば化桶後五H同乃至七日目頃蕾組織のギチン質は解艘され、七日国頃より新組織のキ

チン質合成さると云ふ。然れ共氏の服告には品種名．保護温度の記載に映けおり少レ

く遣憾なりc

　　　　　　　　　　　　　　二、蠣の醗重減耗量

　踊膿顛：の減少に就ては野rl電氏、圧1中博士、牧野氏等の報告せるあり。薯春は昭和二

年晩秋期飼育の三一四交雑緻に付き♀3別々に二二十五頭に就きて調査し一定の傾向を

認めたり。
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師の保護温度は化蝋八日目乃至十日目は都合に依り六十三度内外に放置せるも他の期

は常に七十二度内外なり。

　煙維を遜けるため實撒は一種類を離げ他は曲線を以て示す。（第一圖乃至第五圓）

青熟×漸江蜥艦重減耗量

♀　髄．　重 ε　｛澄　重

月日 蝋　齢
蟹敷（瓦）

霧（％）
實　殿 減少歩合

紹　　過　　llた　態

月日10　8 化　蠕2日目

50．0728 100．00 37．0780 100．00 艦軟翅下ノ腹部褐色けリ始ム・

9 3” 49．7888 99．43 36．785壬 99．21 翅下ノ腹部褐色

ユ0 4〃 49．5130 98．88 36．4250 9823
膿硬化。固有色・属端透明トナリ始ム．

11 5” 49．2460 98．34 36．1680 97．54 尾端透明・

ユ2 6〃 48．8290 97．51 35．8］50 96．59 眼着色シ始ム．

13 7〃 48．5488 96．95 35．6000 96．01 眼小豆色．

14 8” 欠 欠 欠 欠 欠　　　　　　　　　－

】5 9” 47．6591 95．18 34．9410 9壬．23 眼殆ド黒色．頭部牛透明．

16 ユ0” 欠 欠 欠 欠 欠　　　剛

17 11” 46．7868 93．43 34．3118 9鉱54 眼黒色頭部白色不透明．

1S 】2” 45．9666 91．79 33．679S 90．83
生殖器キチン板見＾女台メタル屯
m稀ニアリ

19 ］3” 4生6422 89．15 32．6246 87．99 坐殖器キチン板ヨ〃見＾ル・

20 1遙” 432330 86．34 31．4450 8＜L81 鯛角着色シ始メ・脇鋳色ラ轡プ

21 15” 4ユ．4871 8285 30．0362 81．00
督鰍．錺色チ増ミ／．δ二・・翅ノ
ﾁ紋見へ，レアリ，

22 16〃 磯蛾セル
Aリ中止

2S．5770 77．07 髄土色．軟・

23 17” 響矧

　之を曲線に示せば一暦明瞭なる傾向を認め得べし（第一一ma乃至第五圃捌禰EPち踊艦

の腿重減耗量は大髄二本の直線を以て示し得べく化蜥より第十一日同頃迄はその減少

一直線にて第十一日同頃より化蛾泡第二の直線を示す。換冒せば踊膿重の減少は化踊

後複眼黒色頭部白色不透明となる迄は緩慢にして暑一直線をなし。それ以後化蛾する

迄は減少割合多くしてその攣化を一直線にて示し得。EPち発攣化を二直線にて示し得

らる。

　然れ共野中氏田中博士等が純弊種にて研究されたる所によれば踊醗の減耗量は化輔

當時一・一・一乃至二日聞及び化蛾前二乃至三日に最も多しと云ふ。

　尚著者の示せるが如き減耗の傾向は小湊氏の慧の攣態に關する化墾的研究に於ても

認められたり、氏は此の攣化の歌態は水分減耗量に攣化あるためにして、踊罷の含水
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量を見るに艦重と暑同様の傾向を以て減少せるを示せり。

叉此の攣化を螂豊液の水素イオン濃度の攣化、炭酸瓦斯呼H憬（川1頼博士に依る）

と蜀比するにその攣化の時期に相等の差あり。帥ち蝸艦液のPH慣高まり炭酸瓦斯呼

嵩最の増加する時期より相當の時聞を経て隈重の減耗率の大なる時期來る・之れ生活

罷として當然なるべし。

三、蝸体内（卵巣）の攣化登建

　蝸膿内に於て卵集の増大する状態を知らんとし大正十五年春期飼育獄の國叢日一號

の輔を用ひ柄付針にて解剖に附し卵巣の重量を測定せi）。蜥膿は七十二度乃至三度に

保護したり。材料の都合により♀輔七頭を用ぴたるも蝸の未期直膓内の排泄物を除か

ざりしは欲鮎なり。

蜥 膿　　　重 （瓦） 各部 の割合 （％）

月　日 蝋　齢
蛆全螢 卵集量 生活膿重 蠣全琶 卵集鐙 佐活艦量

月　日
6　9 化　蝋 13．3770

10 2日目 13．893｛

11 3” 13．0876

ユ2 4” 12．9026

13 5” ユ3．4031 0．4687 12．9R4、4 100 3．5 96．5

14 6” 13．1120 0．6550 124遙70 100 5．0 95．0

15 7” 12．7168 1．4881 112375 100 11．7 88．3

16 8” 12．7532 1。937盆 10．8160 ユOO 15．2 84．8

17 9〃 12．9572 1．8218 U．1354 100 14ユ 85．9

18 10” ⊥3，1545 3．4611 9．6934 工00 26．3 73．7

19 11” 12．7415 S．7645 S．9770 100 29．5 70．5

20 12〃 1264SO
　　　1

S．185S 8．4622 100 33ユ 66．9

21 13” 12．214S 4．7106 7．5042 100 38．6 6ユ．4

22 14” 12．6171 4．9994 7．6177 100 39．6 60．4

23 15〃 127828 4．9342 7．8486 100 38．6 614

24 蛾 7．5598 4．7324 2．8274 100 62．6
　　　　1
R7．4

之を曲線を以て示ぜば第六岡及第七圖の如くなる。只だ緑日の材料が重最を異1です

るため一律の曲線を示さすと難も大膿の傾向を知るを得。帥ち卵集は化蝋六日國頃よ

ゆ獲蓮・遽かとなり十三日同頃迄は盆々急激の獲育をなし以て全重量に於ては最大とな
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る、以後化蛾迄全重量には憂化なきを見る即ち此期に於て卵の成熟行はるべく・蛾に

至りて生盟に封する割合は激堰するも是他の組織の重量減少のためにして卵樂そのも

のは敢て重量を増加せす：。

　節ち卵集の重量は蛎の初期増加率少く、中期急激に増加して最大となり、末期の数

日間は重量を増さすして之を明に三階段となすことを得。

　此の曲線に於て化蝋九日同に檜加なきは此の際材料の探方に誤りあるものと解しお

く。

此の卵巣の重量の急増は艦液のPH債の上昇の時期炭酸瓦斯呼幽量の増加の時期

と相照す時は極めてよく一致するを見る。

四、蠣膿液の水素イオン濃度の攣化

昭和二年晩秋獄に飼育せる3－4種の交雑種につきて測定せP・材料は艦重の攣

化を測定せるものと同一のものにしてその獲育の外部的徴候もその節に記載せるが如

し。艘液は鍾同様より探り再溜水を以て十催に稀繹しLeeds＆Northrupの？ot－

entiometerを用ひ電氣的に測定す、1＜aromel　elektrodeは一卜分の一・規1定の1（c1液の

ものを用ひ揖氏ユ8°に換箕しPH慣を以て示せり。煩雑を防ぐため膏黙×漸江のもの

を離げ他は曲線を以て示す。（第八圖及第九岡）

　　　　青熟×漸江

　　　上猴後の艘液のPH債

月　日

月　日
10　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

蝋　　　　　箇令

瞥繭巾

吐糸絡1）イヒ蝋チ女台ム

化蜥2日目

　　3日目

　　4〃

　　5　〃

　　6”

　　7　”

　　8”

PH償

6．49

6．62

6．62

歓

6．63

6．55

6，62

6，65

欠

月　日

月　日
　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　21

　22

輔　　　　　齢

9日目

工0〃

11”

12”

13”

14”

15日目

　蛾

1’1－1贋

6．6S

欠

6．63

6，65

6．69

6，69

6．66

6，67

備考　此の際注意すべ訓ま化蛾3日日及2日胤前のPH償特に高春は蛾のi新皮と蕾蠕皮問の脱皮

　　　液がアルカリ性にて髄液探集の際此のアルカリ液の混合の7こめなり。化蛾前日は人爲的に

　　　蜥皮な除きてプルカリ液秘吸取紙な以て除きて後盤液奄操集ぜり。曲線な以て示ぜる他の



6　　　　　　　　　　　　慧　　　練　　　學　　　剰餐　　誌　　　　　　　　　　〔第一巻

　　　品種にても同襟なり。

　是に依つて見るに化蝸前はPH慣低く化蜥と共にPH便上り化輔五日目頃急激に低

下し翌日は再び元の程度に上昇し以後漸次に（六H同頃より）PH横上りて化蛾する

に至る。

　此の化蝋五日目の急激なるPH慣の低下は何に依るや不明なるも小湊氏に依れば此

の頃薔組織は一度解腿して以後漸ii欠に蛾膿となる折の新組織を形成するならんと云ふ。

次に六日目七日同頃よりのPH慣を見るに此の期を境としてPH慣は各品種共上昇し

おるを認、めらる。（第入圖及第九圃滲照）

　EPち之を卵纂の磯達度及川瀬博士の呼吸の研究と封比すればよく一致するを見る。

　之に依つて蝸燈の分化攣態の歌態を見るに虫耐豊は化蜥後数日閥はその獲達綾慢にし

て化踊六一一七日目頃より愈激に分化攣態し化蛾前ニー一三日は最も激しきものなる

を知る。

五、乾熱に勤する抵抗力の糞化（豫報）

　慧踊は上記の如く時期によりて分化攣態の速度に大差あり、之より考ふる時は輔は

外界の障害に封して障害を受ける程度にも機育の時期によりて大差あると思惟さる。

是を知るととは鑓種製造上必要のことなIP　c

　外界の障害の申振動等の機械的障害に劃昌しては化踊當時膿の軟き時及び化蛾前弱き

は明かなるも熱障害呼吸障害、化墨的藥劃の障害等に謁しては何時頃最も弱きかを

知るは無駄のことに非す。

　著者は膿病嚢生に關する研究を蕪ねて蜥の乾熱に劃する抵抗力の攣化を調査せり。

勿論只一回の試瞼にして不充分なりと難も豫報的に報告しお費今後改めて種々なる障

害に調する抵抗力と共に調査せんとす。

材料は昭和二年晩秋期シヤム釧ヒ獄第剛醐の虫而にして撫五雪渡三＋分の乾鞭

理をなせり。

月　日

月　日
1011

　12

　13

　14

　15

試験1亟

第一1亘

　二二”

　三”

　四”

五”

供試数

68

68

71

67

63

弊輔：澱

ユ

1

5

9

19

難蝋歩合

1．47

1．47

7．04

13．43

30．16

供　試　時　ノ　搬　育　度

艦軟・翅下腹部禍色トナ可始ム，

髄硬化．固有色

尾端邊鞘

角i洞

雨同
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16

17

18

〃

19

〃

20

〃

21

〃

六”

七”

八”♀

”　　♂

九”♀

”　8

十”♀

”　8

十一”♀

　”　♂

’鋼’照1藍孚

　”　　a

71

69

20

34

20

33

10

35

ユ5

35

15

22

1

2

0

2

0

4

0

8

0

4

0

0

　1．40

　2．89

　0
　5．88

・　0

12．12

　0
22．08

　0
11．42

　0

　0

眼着色シ始ム

眼小豆色

眼濃小豆色

　〃

前同

　〃

眼熈色，頭部白色不透明，生殖器キチン板
見へ始ム，

　〃

燭角灘色，騰軟鋳色チ帯プ，6二・・翅ノ斑
紋見＾’レモノアリヂ

　〃

　備考　第一胚乃至第七1置は♀635頭宛な用ひナこる筈なりしが此彪にに艶蝋調査時に表にれナこる

　　　数字な示すo　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　是に依つて見る時は化輔後三日目乃至五日同頃蝸の尾端透明となり、罷内の薔組織

の解盟の際には死亡数最も多くして複眼の着色始り薪組織の合成の始まると思はるS

頃より驚死牽減少し化蛾前ニー一一一三目目頃攣態の最も急激なる時再び抵抗弱くなる。

　但し試験回数少きため断定し能はす。

　尚雌雄による墓異は中期以後のみ調査せりと難も雄は雌よりも著しく抵抗力弱きを

見る。

宍，総　　　　括

　以上の調査にては爾不充分にして輔艘組織のAutolysis及びSynthesisに關係ある

と思惟さる酵素の研究の如きは直ちに必要なる所なりと難も蝋膿の外槻的攣化、膿重

の攣化、卵集の磯達、腰液の水素イオン濃慶の攣化等は著蓄の研究によりて誤IPなし

と信す。

　爾踊の呼吸に關しては川瀬博士の詳細なる研究あり、即ち博士によれば白龍種は撰

酸瓦斯の生産量に於て熟慧多く螢繭中は急激に減少し化踊に至りて幼虫、蝸、蛾の全

期中の最少となり化唖時、璽日間は恰も休眠歌態にあるが如く全期中炭酸瓦斯の呼串

量最少に止り、化蝸後六一・一一七日目頃より急に櫓加を始め化蛾迄釜女多くなると云ふ。

　以上膿重の攣化、卵集の磯達、膿液PH慣の攣化、炭酸瓦斯の呼出量の攣化等を相

謝比し蝸艦の分化鍵態を考察するに次の如く云ふこと輩得べし。
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1・化輔當時数日聞は蜥艦の分化攣態は極めて綾慢にして恰も休眠状態にあるが如

し。

　2・化踊後六一七日同頃より分化攣態急激に速になり化蛾迄は盆々激しくなる。

化蛾前ニー一三日は最も甚だし。帥ち化蝸六日目頃複眼の着色せんとする頃より艘液

のPH債上1）、卵集の重量を増し始め、炭酸瓦斯の生産量多くなり始む。

　3．蝸艦重は輔の複眼黒色となり、頭部白色不透明となる頃より急激に減少し始む。

　4、蝋の乾熱に甥しての障害は化蝋四一五日目頃分化攣態の盛ならんとする前に

於て最も多く、化蝸前ニー・一一一一・・三　Fi目頃之に次ぎ、他の期は障害少し。

立　　　　　献

　工川瀬惣次郎　　i家獄のnT’＋吸に關する研究
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第＿晶號〕、　　　　　　醗｝蜥の分化墾態に關’ずる研究　　　　　　　　　9・

第　瓦

蜘　　50
25圖
頭
重　　45
量
A．

膏　　40
熟
X

江　　　35
B．

日

一　　　 30

0
七
×　　　25

支　化三五七　十十十十ζ1　 蠕　昌1昌　昌　　昌　爵　冒　奮

　100
第

　一　　95膏

熟圃
X　　　gO

　
踊　　　85
祐

昌　・・

二

〇　　　　75

5

瓦
i

0

5 眠
轡頭

B

0
鶴

A
♀

色蓬
♀

明
5

L

B
6

0

A
お

5

眼 胃

番頭

邑蓬
雫毅越

明 纂越

　　　　　　　五　　　　　　　　十化　　　　　　　　日　　　　　　　　　　日蜘　　　　　　目　　　　　　　　目 十吾目

　第100
旦三

宝圃95
×

支　　go

O
K　　85
化
騨

日　　　80
目

量

8　　75

0
｝｝

5

目艮

0 照
色
頭
部

5 白
色不輩

占

♀

0 明
言 軍

」 嶺 登

5
甥 越

化，蠣 五昌

十　日、目

重昌



10　　　　　　　　獄　練　學　雑　誌　　　　 ・〔第一繧

　LOO第

　四
支　 95

　圃
四

X　　gO
正

白

（　　 85
化
蜥
暗
畳豊　 80

窺

2
0　　 75

甲　化言　吾　　、吉　　柔
乙　嫡目　目　　目　　　昌

第

郡五
是　 95

白圃
×

新　　go
白

ハ

化　　85
魎

百

目　　802
8
ト　　ワ5

占

眠
響

頭
部
自
色

不
遊

♀

明 蜜
越

‘A　～5瓦
蜥第
健，，．

冥ハ
呈圖

暫、・
B卵
生菓
活獲
織建
組割
露合
（（　

5

♀蹴
七）
頭
　C
卵

　
七　　イ　　　ヒ　　　五　　　　 十　　　　 十’蛾

眼番『菩顕板部　爪麟

♀軍

共糠）

明一毛
タリ，

cB



第一號〕　　　　　　　醗弼iの分化墾態に關する研究　　　　　　　　　19

　　　　　　　　　　　第　　七　　圏

　　　　　卵葉登蓮割合．（全最チ100τ・ス）A生活組織重B卵集電

　　　　1°皇

80

60

40

20

化　　　　 五　　　　　　十　　　　　　十・蛾’

蝉　　昌　　　昌　　　吾・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　．．

B

A’

　　　　　　　　第　　入　　圏

上籏後ノ盤液ノPH側　A郡是白×新白（蛾二至ラズ）　B青熟×漸江　　　　い

A
蓋

7

B

B

B

A

1

羨輪
吐轟ル

　二　　　　　五

ｽ昌　　畠
七日・目 十　　　　　　　　十日　　　　　　　　五　蛾目　　　　　　　　　日

@　　　　目
　　　　　　　第　　九　　圃

’上籏後ノ盤液ノPH債　C支四×正白　D日一〇七×支一〇二

PH横

D
G

6．8

U．ウ

ｭ6

U．5

CD

c

GI）

c

D

a4吐
　吐　　　　　三　　　五
?@糸　化　　　日　　　日
?I　蝋　　　自　　　月　ル

七　　　　十　　　　十
冝@　　　　　日’　　　　　三

ﾚ　　目『　　昌

五蛾日図


